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1
ページ1　かずと　すうじ1

1から 5までの、ものの数を
数えて、同じ数の●と対応させます。

2
ページ1　かずと　すうじ2

13 25
34 41

ものの数を数え、●と対応させ、
その数を数字で表せるようにします。
具体物の個数を数字で表します。数え

まちがいのないように気をつけます。

① ①
②

②

3
ページ1　かずと　すうじ3

6から 10までの、ものの数
を数えて、同じ数の●と対応させます。

4
ページ1　かずと　すうじ4

19 26 310 48

ものの数を数え、●と対応させ、
その数を数字で表せるようにします。
ものの数が多くなってきました。2度

数えたり、数えもらしたりしないように気
をつけます。

①
②

①
②

●ドリルやテストがおわったら、うしろの
 　「がんばりひょう」にシールをはりましょう。
●まちがえたら、かならずやりなおしましょう。
 　「考

かんが

え方
かた

」もよみなおしましょう。
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23/12/06 ドリル啓林館版 _算数１年 _解答



82

5
ページ2　なんばんめ5

12 24 34
12 24 33
6

1 前後の位置関係を数で表し、前
から、後ろからという言葉を使って、表現
できるようにします。
上下の位置関係を数で表し、上から、

下からという言葉を使って、表現できるよ
うにします。
右からと指示された位置を、しっかり

確認できるようにします。

6
ページ2　なんばんめ6

14 26
1

2

3

1 前から、後ろから～番目を、数
字で正しく表せるようにします。
前から、後ろからなどの表現に対応し

て、ものの位置を確認できるようにします。
1 の「まえから 4だい」はものの集まりを
表す数で、集合数といいます。一方、2

の「ひだりから 5こめ」などは、そのもの
の順番を表す数で、順序数といいます。問
題をよく読んで、集合数、順序数のどちら
なのかを確認させます。

7
ページ3　いくつと　いくつ7

15 24 33
42 51

15 22
37 44

1

2

3

2

3

1

2

2

1

2

3

1 6がいくつといくつからでき
ているかを理解させます。

7がいくつといくつからできているか、
数図を使うことで理解させます。

8の分解を数字で表せるようにします。

8
ページ3　いくつと　いくつ8

15 27 31
18 24 35
47 59

1 9の分解を、色をぬる作業を
通して理解できるようにします。

10の構成の理解は、十進数の理解の
基礎として大変重要です。何度も練習させ
ましょう。

10の分解で、 と の形式の問題の
ときに、左右どちらがわからなくても答え
られるように学習しましょう。

9
ページ3　いくつと　いくつ9

12 20
れい

14 20

1 0の書き方に気をつけます。
“0”という数の学習です。0は、何も

ないことを表す数字です。何もなくても、
数字で表せることを理解させます。
かごの中のりんごの数を数え、何もな

いということが 0であることを理解させ
ます。

2

3

1 1

3

2

4

2

3

2

3

1 0 0000
2

3

2

3
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10
ページ4　いろいろな　かたち10

1 球、円柱、立方体、直方体の形を、
具体的なものと照らし合わせて学習します。
立体図形の特徴を、経験から予想して

答えられるようにします。
立体図形の特徴を、視覚的に判断でき

るようにします。

11
ページ4　いろいろな　かたち11

1 うつしたときの図が、積み木を
真上から見たときの形であることに気づか
せます。
どの積み木をうつすと、どんな形にな

るかを考えられるようにします。

12
ページ⑤　ふえたり　へったり12

（じゅんに）10、5、8、4

「ふえる」と「へる」に注意しながら、
●やおはじきの数をきちんと数えられるよ
うにします。

1

2

3

2

3

1

2

2

3びき 2ひき

1

2

13
ページ⑥　たしざん113

17 26
しき　5 + 3 = 8  こたえ　8こ
1　しき　4 +2=6
 こたえ　6だい
2　しき　5+ 4 = 9
 こたえ　9こ

1 6、7の数の合成を、具体的な
ものと照らし合わせて理解させます。
数の合成をおはじきを通して理解し、

式として表す学習の第一歩です。
数えた数を実際の式にあてはめ、答え

を出せるようにします。

14
ページ⑥　たしざん114

しき　3 + 5 = 8  こたえ　8ひき
しき　5 + 4 = 9  こたえ　9ほん
15 27
39 45
510 68
78 810

1 3+5の計算の考え方を学習し
ます。

5+4の計算の考え方を学習します。
たし算の練習です。

15
ページ⑥　たしざん115

しき　 3+4 = 7
 こたえ　7こ
しき　 4+6 = 10
 こたえ　10にん
しき　 4+2 = 6
 こたえ　6ひき

1 「あわせていくつ」の考え方で、
3+4の式をたて、答えを出せるようにし
ます。
「ふえるといくつ」の考え方で、4+6

の式をたて、答えを出せるようにします。
2 と同じ考え方で、4+2の式をた

て、答えを出せるようにします。

1

2

3

2

3

1

2

3

2

3

1

2

3

2

3
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16
ページ⑥　たしざん116

14 210

1 それぞれのカードの計算をして、
答えのカードと正しく線で結ぶことができ
るようにします。
たし算の練習です。
それぞれのカードの計算をして、答え

が同じカードと線で結ぶことができるよう
にします。

17
ページ⑥　たしざん117

1　しき　7+2=9
 こたえ　9こ
2　しき　3+5=8
 こたえ　8だい

16 29 38
46 59 610

1 「あわせていくつ」、「ふえると
いくつ」という考え方をもとに式を立てら
れるようにします。
1は「あわせていくつ」の問題です。「あか
いあさがお 7こ」と「あおいあさがお 2こ」
をあわせることを読み取らせます。
2は「ふえるといくつ」の問題です。「3だ
い」から「5だい」ふえることを読み取らせ
ます。

1 問題を正しく理解し、たし算の
式を導くことができるようになると、文章問
題などの応用問題ができるようになります。

1

6 9 5 10 8 7

7+2 3+3 3+7 2+6 4+3 1+4

2

3 8+1 1+6 3+2 8+2 5+3 4+2

4+1 6+4 5+4 2+5 1+5 7+1

2

3

1

2

（○） （　） （○） （　） （○）
7+3 2+5 8+2 8+1 4+6

3

18
ページ⑦　ひきざん118

しき　6 - 4 = 2  こたえ　2こ
しき　9 - 5 = 4  こたえ　4わ
1　しき　 7-3 = 4
 こたえ　4だい
2　しき　 9-6 = 3
 こたえ　3こ

1 「減る」ということを、ひき算に
結びつけて、式を立てられるようにします。

9-5の式を導き、また計算できるよ
うにします。
「でていく」、「たべる」という表現から、

ひき算を用いて答えを求められるようにし
ます。

19
ページ⑦　ひきざん119

しき　 8-3 = 5  こたえ　5とう
しき　10-6 = 4  こたえ　4まい
17 24 35 44
52 68 73 85

1 、 2 全体の数からわかってい
る数をひくことで、わからない数を求める
という考え方ができるようにします。

20
ページ⑦　ひきざん120

い、う、お

1 それぞれのカードの計算をして、
答えが 2になるカードを選びます。
3 それぞれのカードの計算をし、答えが
同じカードを線で結び、あわせてその答え
も書くという学習です。

1

2

3

2

3

1

2

3

1

2 8-510-37-55-1

2437

3

こたえ

6

3

4

10-6 9-3

7-1 5-2

8-5 7-3
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24
ページ⑦　ひきざん124

1　しき　8-5=3  こたえ　3まい
2　しき　5-3=2  こたえ　2わ
う、え、か
15 21 33
42 53 68

1 2文章から、違いはいくつかを
判断し、問題に合わせて式を立て、答えを
求められるようにします。
2 それぞれのカードの計算をして、答え
が 6になるカードを選べるようにします。
あ4-3=1 い6-5=1 う10-4=6
え8-2=6 お5-1=4 か7-1=6

1 残りを求めるときも、違いを求
めるときも、ひき算を使うことを、しっか
りと理解させましょう。

25
ページ⑧　かずしらべ25

1

2  いちご 3めろん 4いちご

1 くだものの絵の数をグラフに表
すと、数が比べやすくなり、違いがよくわ
かります。

26
ページ

かずと　すうじ／なんばんめ
いくつと　いくつ／いろいろな　かたち26

1 2  3

15
2（じゅんに）4、3
12 28 34 410
あ、う

1

2

3

1

1 5 3
（○）（　）

7 4
（○）（　）

6 9
（　）（○）

2

3

4

21
ページ⑦　ひきざん121

しき　6 - 3 = 3  こたえ　3こ
しき　 7-5 = 2  こたえ　2ほん
14 22 34
41 53 66

1 数の違いを、ひき算を使って求
める学習です。一つひとつ対応させて残っ
た数が、違いの数であることに気づかせま
す。

22
ページ⑦　ひきざん122

しき　 7-4 = 3  こたえ　3こ
しき　 8-6 = 2  こたえ　2こ
1　しき　 6-3 = 3  こたえ　3ぼん
2　しき　10-5 = 5  こたえ　5こ

1 異なった色の帽子の数の違いを、
式を立てて求められるようにします。
2 2種類が混じっている絵から、それぞ
れの数を数え、式を立てて違いを求められ
るようにします。

23
ページ⑦　ひきざん123

しき　 9-4 = 5  こたえ　5こ
しき　 7-5 = 2  こたえ　2こ
（れい1）

さかなが　7ひき、かにが　3びき　
います。さかなの　ほうが　4ひき　
おおいです。

（れい2）
さかなが　7ひき、かにが　3びき　
います。ちがいは　4ひき　です。

1 食べるということを理解して、
式を立てて、残りの数を求められるように
します。
2 多いという点に着目して、式を立てて、
違いを求められるようにします。
3 さかなとかにをそれぞれ正しく数え、
どちらがいくつ多いか少ないか、または違
いを考えて、お話を作れるようにします。

1

2

3

1

2

3

1

2

3
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29
ページ⑨　10より　おおきい　かず29

111 212
314 416
518 620
1  2

3  4

116 215 319

1 ●の数を数えて、 に10以上
の数を数字で正しく書く学習です。
2 数の大きさ比べです。
3 具体的なものの数を、数え方を工夫し
て、それぞれいくつあるか数える学習です。

30
ページ⑨　10より　おおきい　かず30

16
3
115 217 39
44 510 68
1  2  3

31
ページ⑨　10より　おおきい　かず31

113 220 314
1

2

1 数直線を見ながら、 にあては
まる数を見つけていきます。
2 数の順列の学習です。数が 1ずつ増
えたり減ったりする様子を、図の中で理解
し、数を書き入れられるようにします。
3 数直線の位置に気をつけて、 に数を
書き入れられるようにします。

1

2 11 13
（　）（○）

15 12
（○）（　）

14 17
（　）（○）

19 18
（○）（　）

3

1

2

3

4 12
と11 1 と10

16
6 と

20
10 10

1

2

3

2 上から何番目、下から何番目と
いう位置を確認し、正しく表現できるよう
にします。
3 図を通して、 にあてはまる数を考
え、正しく答えられるようにします。
4 立体図形の特徴を経験の中で判断し、
問題に合った立体図形を選びます。

27
ページたしざん127

しき　 3+4 = 7
 こたえ　7こ
い、う
19 27 38
49 510 69

1 問題の文章を理解し、それに合
わせて正しく式を立て、答えを求められる
ようにします。
2 それぞれのカードの計算をして、答え
が 9になるカードを選べるようにします。
3 たし算の練習です。

文章問題を解くときは、式を立てて
答えを求めることを習慣づけさせます。

28
ページひきざん128

しき　 5-4 = 1
 こたえ　1だい
しき　 9-4 = 5
 こたえ　　5わ

12 25
36 43

1 バス、電車それぞれを正しく数
え、違いを求められるようにします。
2 ひき算の式を立て、答えを求められる
ようにします。
3 それぞれのカードの計算をして、答え
が 4になるカードを選べるようにします。
4 ひき算の練習です。

1

2

3

1

2

3

（　） （○） （　） （○）
6-3 5-1 4-2 9-5

4
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32
ページ⑨　10より　おおきい　かず32

1　しき　10+3= 13  こたえ　13びき
2　しき　13-3= 10  こたえ　10まい
112 217 314
420 510 610
710 810

1 10と 1けたの数のたし算を、
絵と文章の中で理解した後、10といくつ
という構成に着目して、答えを求められる
ようにします。

33
ページ⑨　10より　おおきい　かず33

1　しき　13+5= 18  こたえ　18ほん
2　しき　16-4= 12  こたえ　12こ
115 218 318
414 511 613

10いくつの数と1けたの数のたし
算は、たされる数を 10といくつに分けて、
一の位の数どうしのたし算を先にします。
10いくつの数と 1けたの数のひき算は、
ひかれる数を 10といくつに分けて、一の
位の数どうしのひき算を先にします。

34
ページ⑨　10より　おおきい　かず34

1  2 17 14
（○）（　）

3  4 19 12
（○）（　）

1

2

111 217 319
417 510 614
713 812

1 数の大きさ比べです。
2 20までの数がどのように並んでいる
かを考えて、数を書き入れられるようにし
ます。2は数が逆に並んでいることに注
意させます。
3 10といくつという構成に着目した、
たし算とひき算です。

1

2

1

2

1 11 15
（　）（○）

13 16
（　）（○）

2 13 14 15 16 17 18 19 20
15 14 13 12 11 10 9 8

3

20までの数の大きさ比べや、並び方
をしっかりと理解することにより、20以
上の数の学習をスムーズに理解できます。

35
ページ⑩　なんじ　なんじはん35

14じ 210じ
37じはん 41じはん
1　  2　

1 何時、何時半を読む練習です。
2 長い針は、12や6をぴったりさすよ
うにかけるようにします。

36
ページ⑪　おおきさくらべ136

1　 （○）
（　）

2　 （　）
（○）

よこ
112 27
3（じゅんに）えんぴつ、くれよん

2つのものの長さを比べるときは、
一方の端をそろえるようにします。また、
2つのものを重ねたり、テープなどを使っ
たりして長さを比べます。
1 1は、片方の端をそろえた長さ比べ
です。2は、たるんでいる部分を伸ばすと
どうなるかを予想して考えられるようにし
ます。
2 片方の辺を折り曲げて、辺と辺を重ね
たときに、余りのある辺のほうが長いこと
に気づかせます。実際にやってみるとよい
でしょう。
3 マス目の数を数えて、それぞれの長さ
はマス目いくつ分かを求められるようにし
ます。このように、単に見比べるのではな
く、マス目の数に置き換えるなどしたほう
が正確であることを理解させます。

1

2

1

2

3
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37
ページ⑪　おおきさくらべ137

あ
う　⇨　あ　⇨　い
い

1 同じ形の容器に移しかえて、水
の高さでかさを比べています。
2 いろいろな入れ物のかさをコップ何杯
分かで比べています。コップを単位にした
比較で、コップの数の多いものが、容積が
大きいことになります。あはコップで 7
杯、いはコップで 6杯、うはコップで 9
杯分入ります。

38
ページ⑫　3つの　かずの　けいさん38

しき　3+ 4 + 3 = 10
 こたえ　10にん

16 29
310 410
516 620

1 3つの数の計算で、たし算を
2回する場合です。絵を見ながらたし算を
考えて、 に数を書き入れます。前から
順に計算すれば、答えが求められます。
2 式に合わせて、数の分だけ色をぬれる
ようにします。
3 12+3で 5、5+1で 6。

22+5で 7、7+2で 9。
33+3で 6、6+4で 10。
47+2で 9、9+1で 10。
58+2で 10、10+6で 16。
66+4で 10、10+10で 20。

39
ページ⑫　3つの　かずの　けいさん39

しき　10- 4 - 2 = 4
 こたえ　4ほん
しき　14-4-5 = 5  こたえ　5ひき
11 23
32 48
54 63

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1 3つの数の計算で、ひき算を 2
回する場合です。数字を に書き入れて、
ひき算の式を立てられるようにします。
2 文章をよく読んで、ひき算の式を立て
られるようにします。
3 前から順にひき算をしていきます。

17-4で 3、3-2で 1。
29-2で 7、7-4で 3。
310-2で 8、8-6で 2。
418-8で 10、10-2で 8。
515-5で 10、10-6で 4。

40
ページ⑫　3つの　かずの　けいさん40

しき　8 - 4 + 3 = 7
 こたえ　7まい
しき　8+ 2 - 4 = 6
 こたえ　6ぴき
18 28 313
44 512 615

1 3つの数の計算で、ひき算の
後にたし算という順序で計算できるように
します。
2 3つの数の計算で、たし算の後にひ
き算という計算です。問題に合わせて順序
よく計算できるようにします。
3 3つの数の計算で、たし算、ひき算
の混じった場合です。

41
ページ⑬　たしざん241

12 22 32
413 513、こたえ13わ
11 21 31
415 515

1 くり上がりのある計算の導入で
す。文章問題の内容に合わせて、おはじき
を使って考えていきます。たす数を分解し
て、先に 10のまとまりを作るという練習
をします。
2 1 と同じように、問題に合わせて、
にあてはまる数を考えられるようにし

ます。

1

2

3

1

2
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42
ページ⑬　たしざん242

1（じゅんに）3、2 210
3（じゅんに）2、12
1（じゅんに）4、1 210
3（じゅんに）1、11
114 213
313 415
511

10のまとまりを作って計算します。
6、7、8、9があといくつで 10になる
かを考えられるようにします。

43
ページ⑬　たしざん243

111 214
311 413
515 613
715 812
しき　8+4=12
 こたえ　12だい
しき　7+6=13
 こたえ　13びき

2 、 3 「くると」、「あわせると」
から、たし算になります。自分で式が立て
られるよう、しっかり練習させましょう。
式の書き方と答えの書き方を確認しておき
ます。

44
ページ⑬　たしざん244

118 217
316 414
513 612
715 811
しき　9+7=16
 こたえ　16こ
しき　8+7=15
 こたえ　15ひき

くり上がりのあるたし算では、10
を作ることがポイントになります。まず 9
と 1、8と 2、7と 3、6と 4の分解が
確実にできるようにしておきます。

1

2

3

1

2

3

1

2

3

45
ページ⑬　たしざん245

13   26
3（じゅんに）3、13 413
しき　5+8=13  こたえ　13こ
112 211
312 414
511 611

1 たされる数が 5以下の、くり
上がりのある計算を、問題に沿って、数を
分解したり合成したりして答えを求められ
るようにします。
2 、 3 たす数を分けても、たされる数
を分けても 10を作ることができます。

46
ページ⑬　たしざん246

114 211
316 413

1 先に上のカードの計算をし、そ
の答えと同じ数が書いてあるカードを線で
結びます。
2 カードの表に書いてあるたし算を計算
し、その裏に答えを書きます。

47
ページ⑬　たしざん247

しき　6+7=13  こたえ　13にん
しき　8+4=12  こたえ　12だい
112 218
312 414
516 612
711 813

1、 2 くり上がりのあるたし算の
文章問題です。式を立てて答えを求められ
るようにします。

1

2

3

1 5+99+38+37+6

11131412
2

3 6+8
8+9
5+7
9+6

9+8
7+8
6+6
7+7

12
14
17
15

1

2

3

校　了
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くり上がりのあるたし算では、たす
数とたされる数で、どちらが 10のまとま
りを作り易いかを、判断する力が必要にな
ります。たとえば、 3 の1では、8はあ
と 2で 10になります。4を 2と 2に分
けて、8に 2をたして10、10と2で12
とします。3では、3を 1と 2に分けて
考えます。また、10にたりない数を、分解
することによって加えるという考え方も大
切です。これらの考え方に注意しましょう。

48
ページ⑭　かたちづくり48

112 212
310 418

三角形の組み合わせ方で、いろいろ
な形を作ることができます。ほかにもいろ
いろな形を作らせてみましょう。

49
ページ⑭　かたちづくり49

14 25 35
414 515
1  

2

3 

4

1 棒を使って、いろいろな形を
作ってみます。4、5のように、棒の数が
多くなるときには、数え間違いのないよう
に、数えた棒に印をつけさせます。
2 同じ形であれば、向きが違っていても
よいです。

1

1

2

50
ページ⑭　かたちづくり50

1

(　　　　　　でも　よいです。)
2

1　1 ぽん　うごかす
2　1 ぽん　とって

1 ぽん　うごかす

三角形の色板や棒を使ったり、点を
直線でつないだりして、いろいろな形を
作ってみます。次に、色板や棒を動かして、
もとの形を変えていきます。動かすものを、
できるだけ少ない数で考えられるようにし
ます。
1 色板を使って実際に動かしてみると、
わかりやすいでしょう。
2 この問題で扱った 0、3、9以外の数
字も、棒で作らせてみましょう。

51
ページ⑮　ひきざん251

14
29
3（じゅんに）4、5
45、こたえ 5 こ
15
27
3（じゅんに）5、8
48

1 くり下がりのあるひき算の導入
です。具体的に、おはじきを動かして考え
ます。ひかれる数を 10と 1けたの数の
形に分解してから、ひき算を行うことに気
づかせます。
2 1 と同じ方法でくり下がりのある
15-7の計算の仕方を考えます。

1

2

1

2

校　了
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52
ページ⑮　ひきざん252

1（じゅんに）10、6
210
3（じゅんに）6、9
49
しき　13-7=6
 こたえ　6こ
16 23
36 45
58 68
75 89

1 16-7の 16を、図を通して
10と 6に分けることを確認してから、く
り下がりのあるひき算をさせます。
2 くり下がりのあるひき算の文章問題で
す。

53
ページ⑮　ひきざん253

1（じゅんに）10、2
27
3（じゅんに）2、9
49
しき　11-4=7
 こたえ　7こ
18 28
38 49
59 69
77 87

2 くり下がりのあるひき算の文章
問題です。

54
ページ⑮　ひきざん254

17
29
3（じゅんに）8、9
4（じゅんに）7、8

1

2

3

1

2

3

1 12-813-515-611-4

8479

2

（　） （○） （　） （○）
14-7 12-3 13-8 11-2

3

1 上のカードの計算をしてから、答
えの書いてある下のカードと線で結べるよ
うにします。
2 14-7=7、12-3=9、13-8=5、
11-2=9になります。
3 111-6=5です。12- の答えが
5になる は 7です。
214-8=6です。314-7=7です。
415-6=9です。

55
ページ⑮　ひきざん255

110 26 39
48 59 68
72 87 917
016

答えが 10から 17になるたし算や、
ひかれる数が 11から 17のひき算の答え
や式を求められるようにします。

56
ページ⑮　ひきざん256

1あ 7 い 5 う12
2あ13 い 6 う 7
3あ11 い 4 う 7 え14

これまでは、たし算・ひき算につい
ての文章問題を読んで、立式して答えを求
めていました。ここでは、逆にたし算やひ
き算の問題を作ります。学習してきたたし
算、ひき算になるキーワードをきちんと使っ
て、紙芝居のためのお話を作ります。3つ
の数の計算では、たし算とひき算の順序を
よく考えて紙芝居ができるようにしましょ
う。

57
ページ⑮　ひきざん257

しき　16-9=7
 こたえ　7ほん
しき　14-5=9
 こたえ　 9わ
12 26 38
47 59 68
79 88

1

1

1

2

3

校　了
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1 数が減る場合の、くり下がりの
あるひき算の文章問題です。
2 数の違いを求める場合の、くり下がり
のあるひき算の文章問題です。
3 ひかれる数を分解してから計算する、
くり下がりのあるひき算です。

3 たとえば、4は 14を 10と 4
に分け、10から 7をひいて 3、3と 4で
7と計算します。また、7を 4と 3に分 
け、14から 4をひいて 10、10から 3
をひいて 7と計算することもできます。
このように、くり下がりのあるひき算の計
算の方法を 2種類学習しましたが、どち
らの方法で計算してもかまいません。自分
に合った方法で、工夫して計算する力を身
につけさせましょう。

58
ページ⑯　0の　たしざんと　ひきざん58

1　しき　3+ 4 = 7
 こたえ　7まい
2　しき　0 +5= 5
 こたえ　5まい
3　しき　4+ 0 = 4
 こたえ　4まい
12 20
34 410

1 2、3では、カードを 1枚も
取れなかったことを 0という数で表し、0
をたしても数は変わらないことを、図や
カードの合計の数で確認させます。
2 0の入ったたし算です。

59
ページ⑯　0の　たしざんと　ひきざん59

1　しき　4 -0= 4
 こたえ　4ほん
2　しき　5- 2 = 3
 こたえ　3ぼん
3　しき　 3-3 = 0
 こたえ　0ほん
10 20
36 410

1

2

1

2

1 違いを求める問題です。0をひ
いても答えは変わらないことの学習と、
3-3のように、同じ数どうしでひき算を
すると答えが 0になることに気づかせる
学習です。

60
ページ⑰　ものと　ひとの　かず60

しき　15 - 8 = 7
 こたえ　7こ
しき　14 - 9 = 5
 こたえ　5だい
しき　6+8=14
 こたえ　14にん

1 、 2 ものと人の数を対応させ
る学習です。ここでは、全体の数から必要
な数をひいた残りの数を求められるように
します。

61
ページ⑰　ものと　ひとの　かず61

しき　6 +1= 7  こたえ　7にんめ
しき　9 - 1 = 8  こたえ　8にん
しき　4+8=12  こたえ　12ひき

1 人と順序や数を対応させる学習
です。ここでは、前にいる人数に 1をた
すことで、何人目になるかを求められるよ
うにします。また、指示された位置を図で
しっかり確認させます。その後の順番にお
いても、図をよく見て、印をつけて考えら
れるようにします。
2 何人目とわかっているときに、1をひ
くことで、前にいる人数を求めます。
3 簡単な図をかいて考えさせましょう。

62
ページわくわく　ぷろぐらみんぐ62

1　ぼうし（ ）
2あ　みぎに　すすむ
い　うえに　すすむ
（あ、いは逆でもよいです。）

指示された位置を図で確認させます。

1

2

3

1

2

3

1

校　了
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63
ページ

10より　おおきい　かず／おおきさ
くらべ1／3つの　かずの　けいさん63

1 2 

3 4

よこ の   ほうが  　の   2 つぶん   ながい。
しき　8-5+4=7
 こたえ　7にん
118 25
36 43

2 一方の辺を折り曲げて、辺を重
ね合わせたときに、余りのある辺のほうが
長いことに気づかせます。
3 3つの数の計算で、初めに減って次に
増える、増減のある計算です。問題の内容
をよく読んで式を立てられるようにします。
4 3つの数の計算です。前から順に計算
することに注意させます。

3つの数のたし算やひき算における
計算の仕方として、たとえば、 4 3は
10-8=2、2+4=6のように、2つの式
に分けて考えてもかまいません。

64
ページ

たしざん2／かたちづくり／ひきざん2／0の　
たしざんと　ひきざん／ものと　ひとの　かず64

1 3まい 2 4まい
しき　8-1=7
 こたえ　7にん
116 214
312 411
59 60

1 上下のカードをそれぞれ計算し、
答えが同じになるカードを線で結びます。
2 1  　　　2

3 はるかさんを除くので、1をひくこと
で求められます。

1 14（○）
11（ ）

13（ ）
15（○）

18（ ）
20（○）

17（○）
16（ ）

2

3

4

1 13-615-711-814-8

12-916-912-617-9
2

3

4

2 図の中に色板が何枚並ぶかを、
線を引いて数えさせます。

65
ページ⑱　大

おお
きい　かず65

（じゅんに）2、8
（じゅんに）6、4

1 まず、10個ずつ線で囲み、10
のまとまりの数とばらの数を数えさせます。
それを棒の10
の束の数とば
らの数とで確
認させます。

2 1 は、20
いくつを扱いましたが、 2 は、50以上の
ものの数です。同じように、10の束の数
とばらの数を調べさせます。

66
ページ⑱　大きい　かず66

134 240
168 280
353 478
590 67
7（じゅんに）4、9

1 10のまとまりの数を十の位に、
残りの数を一の位に対応させて、全体の個
数を求められるようにします。
2 十の位、一の位の数から全体の数を求
めます。また、全体の数が、十の位、一の
位がそれぞれいくつからできているかを考
えさせます。

67
ページ⑱　大きい　かず67

100
130 280
359 499
535 684

1 10が 10こで 100になるこ
とを、理解させます。
2 数直線を思い浮かべ、1大きい数は次
の数、1小さい数は 1つ前の数と考えます。

1

2

1

2

1

2

校　了
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68
ページ⑱　大

おお
きい　かず68

ゆたか　76てん　　まい　　92てん

68 58
（○）（　）

1

95 98
（　）（○）

2

73 82
（　）（○）

3

1 75 76 77 78 79 80 81
2 30 40 50 60 70 80 90
3 70 75 80 85 90 95 100
120 23

1 10点、1点、0点のボールの
数を、それぞれ正しく数え、合計何点かを
調べられるようにします。「ゆたか」は、
10点が 7こと、1点が 6こです。「まい」
は、10点が 9こと、1点が 2こです。
2 100までの数の大きさ比べです。

1、3は十の位が違うので、まず十の位の
数を比較します。2は十の位が同じなの
で、一の位の数を比較します。
3 数の順列です。1は1ずつ増えていき、

2は10ずつ増えていることに気づかせま
す。3は頭の中で数直線を思い浮かべなが
ら、5ずつ増えていることに気づかせます。

69
ページ⑱　大きい　かず69

1（じゅんに）2、6
2（じゅんに）2、1 35
1（じゅんに）1、1、3
2（じゅんに）5、8

実際の買い物をイメージし、硬貨で
26円と 58円を作ります。いくつかの場
合が考えられることに気づかせます。

70
ページ⑱　大きい　かず70

1　104 本
ほん

 2　115 本
120まい

98 99 100 101 102

1103 2116

1

2

3

4

1

2

1

2

3

4

5

1 、 2 100より大きい数は100
といくつで考えられるようにします。
1 110のまとまりが10あります。10
が 10こで100。1が 4つで 4。100と
4で104。
210が10こで100。100と15で115。
2 10が 10こで 100。100と 20で
120。
3 100より大きい数のうち、120く
らいまでの数の順序をしっかり覚えさせま
す。小さい順でも大きい順でも言えるよう
にしておきましょう。
4 100円で買えるものは、100円よ
り安いものであることをわかるようにしま
す。ここでは、100より大きい数に関心
をもたせるとともに、身近なものの値段な
どを読めるようにすることが目的です。
5 数直線の 1目もりがいくつを表して
いるかを読み取れるようにします。

71
ページ⑱　大きい　かず71

1　56本
ぽん

 2　110まい
139 2（じゅんに）6、4
360 472
54 630
1  2

1 絵を見て、10のまとまりの数
とばらの数を正しく数え、全部でいくつあ
るかを調べられるようにします。
110が5つと1が6つで56になります。
210が 10こで 100。100と 10で
110。
2 十の位、一の位から全体の数字を求め
たり、10や 1のまとまりがいくつと数を
分解したりする学習のまとめです。
3 100までの数を含め、120までの数
の大小の比較ができるようにします。

大きい数の順序、構成をきちんと整
理しておきます。数が大きいので、あせら
ずに取り組ませましょう。

1

2

3

（○）（　）
93 88

（　）（○）
111 115

校　了
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72
ページ⑲　なんじなんぷん72

18じ30ぷん（8じはん）
22じ5ふん 312じ40ぷん
45じ15ふん 57じ35ふん
61じ43ぷん
1  2

3  4

1 これまでの、何時、何時半の読
み方から進んで、何時何分の時刻が読める
ようにします。5分単位だけではなく、6

のような時刻も読めるようにします。その
ためには、時計の小さい 1目もりが 1分
を表していることに、早く慣れさせます。
2 長い針をかいて、時刻を表します。長
い針が小さい目もりを正確にさすようにか
かせます。

73
ページ⑳　おなじ　かずずつ73

2 + 2 + 2 + 2 = 8  こたえ　2こ
5 人

にん

1 4まい 2 2まい

1 まず、4つの同じ数のたし算を
します。この計算は、1つ分の数が 2こで、
4つ分あると考えます。
2 おにぎりを 2個ずつ○で囲ませます。
その囲みの数で、分けられる人数を求めま
す。人数がわかったら、2+2+2+2+2
のたし算の答えが 10になるかどうかも確
認するようにします。

74
ページ�　100までの　かずの　けいさん74

しき　50 + 20 = 70  こたえ　70まい
しき　 29-9=20  こたえ　20こ
180 2100 346
423 585 694
130 280 330
440 570 680

1

2

1

2

3

1

2

3

4

1 （何十）と（何十）のたし算です。
10のまとまりで考えると、5+2=7から
70だとわかります。
3 、 4 （何十いくつ）と（いくつ）のたし
算とひき算です。一の位の数どうしを計算
できるようにします。

75
ページ�　100までの　かずの　けいさん75

しき　32 + 6 = 38
 こたえ　38ひき
しき　 39-4=35
 こたえ　35わ
148 227 388
499 569 679
734 826 972
085 Q52 W92

3 （何十いくつ）と（いくつ）のたし
算とひき算です。一の位の数どうしを計算
できるようにします。

76
ページ�　おおい　ほう　すくない　ほう76

しき　6 + 2 = 8  こたえ　8こ
しき　9 - 3 = 6  こたえ　6こ

このような問題では、どちらが多い
のか、またはどちらが少ないのか、混乱す
ることがあります。そのため、問題内容を
自分なりに図に表すようにします。その図
を見て、たし算になるのか、ひき算になる
のかを理解させます。
1 ～よりなんこ多いという場合、多い分
を比べる数にたすことで、必要な数を求め
られます。問題文が長いので、まず「分かっ
ていること」と「たずねられていること」を
整理させます。次に、「よしきさん」と「だ
いすけさん」という 2つの量の関係を考え
ます。問題文をもとに、図のような関係を
視覚的にとらえさせることが大切です。
2 ～よりなんこ少ないという場合、少な
い分を比べる数からひくことで、必要な数
を求められます。

1

2

3

1

2

校　了
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77
ページ�　大

おお
きさくらべ277

1い 2い
1 ひろし 2 なお

1 広さ比べです。1のように重
ね合わせることによって比べられるように
します。2では、 の数を数えて比べら
れるようにします。 でいくつ分違うかも
わかります。
2 場所取りゲームで、場所が広いかせま
いかの考え方を理解させます。ゲームで 2
人が取った がそれぞれいくつあるかで、
広さを比べることができます。 の数の
多いほうが勝ちです。

2 このような「場所取りゲーム」で
は、マスのぬり方によって、広がりがある
形のほうが広く感じられたりするなど、広
さの判断をしかねることがあります。ここ
では、「広さ」はマスの数によって決まるこ
とに気づかせることが大切です。

78
ページ

たしざん／ひきざん／ 3つの　かず
の　けいさん78

19 218
34 46
58 61
75 812
1　しき　7+8=15  こたえ　15こ
2　しき　 8-7=1  こたえ　1こ

1 5～8は、3つの数の 2回の
たし算、2回のひき算、たし算・ひき算の
混合計算です。前から順に計算します。
53+4で 7、7+1で 8。
68-5で 3、3-2で 1。
76+3で 9、9-4で 5。
817-7で 10、10+2で 12。

これまで学習してきた、たし算・ひ
き算の問題を取り上げています。たし算・
ひき算は大切なので、間違えたところがあ
れば、理解できるように、きほんのドリル
をふくめてもう一度復習しましょう。

1

2

1

2

79
ページ

おおきさくらべ1／かたちづくり
ものと　ひとの　かず79

（じゅんに）2、1
1 11本

ぽん

2 11本
しき　 7-1=6  こたえ　6人

1 3本の鉛筆の長さを、マス目の
数を正しく数えることで比べられるように
します。
3 前から～番目とわかっているとき、1
をひくことで、前にいる人数を求められる
ことをきちんと理解させます。簡単な図も
かかせてみましょう。

80
ページ

大きい　かず／ 100までの　かず
の　けいさん80

1 72本
ほん

2 100 こ
1（じゅんに）54、60
2（じゅんに）70、85
174 255 3100
190 250
379 464

2 1は2つずつ、2は5つずつ
大きくなっていることに注意させます。
3 1は十の位が同じです。一の位で比べ
ます。2は十の位で比べられます。
4 110が 4+5で 9なので、90にな
ります。
210が 8-3で 5なので、50になります。
374は70と4、4+5=9なので、79
になります。
468は60と8、8-4=4なので、64
になります。

大きな数の総復習です。数の数え方
や構成をもう一度、ここでしっかり確認し
ます。10の集まりは十の位にあたり、ば
らは一の位にあたることをきちんと理解さ
せておきます。

1

2

3

1

2

3

4

Ａ� 啓林館版・小学算数１年
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